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画像•感性データベースを用いたコラージュ作品における
素材決定方式

川 元 杏 珠  清 木 康

卞 $ 慶 應 義 塾 大 学 環 境 情 報 学 部 〒 2 5 2 - 0 8 1 6神 奈 川 県 藤 沢 市 遠 藤 5322 

E-m a i l : f  t {t l3 3 0 9ak, kiyoki} @ sfc.keio.ac.jp

あ ら ま し コ ラ ー ジ ュ と は 、複 数 の 素 材 を 取 捨 選 択 し て 切 り 貼 り し 、 1 つ の 作 品 を 完 成 さ せ る 技 法 で あ る 。 選ば  

れ た 素 材 が 制 作 者 の 趣 味 •思 想 に 沿 っ た も の に な る 、 と い う 知 見 は 先 行 研 究 で 示 さ れ て い る 。 しかし、選ばれてい  

な い 素 材 と 制 作 者 の 感 性 と の 閨 係 に つ い て は あ ま り 示 さ れ て い な い 。本 稿 で は 、「コ ラ ー ジ ュ 制 作 に お い て 、人はど 

の よ う に し て 素 材 を 選 択 す る か 」「選 択 さ れ な か っ た 素 材 は 、制 作 者 に 対 し て 特 別 な 意 味 が あ る の か 」と い う 2 点を 

主 軸 に 、画 像 と 感 性 を 含 め た デ ー タ ベ ー ス を 中 心 に 考 察 す る 。 本 方 式 に よ り 、人 間 の 「好 き 」 「嫌 い 」 「無 関 心 」 と 

い う 3 つ の 感 情 と 意 思 決 定 に つ い て 新 た な 知 見 獲 得 を 目 指 す 。

キ ー ワ ー ド コラージュ，感 情 ，意 思 決 定 ，画 像 データベース，感 j■生データベース

1•はじめに

コ ラ ー ジ ュ （collage) と は 現 代 美 術 の 技 法 の 一つで 

あ り 、 フ ラ ン ス 語 で 「糊 で 貼 り 付 け る 」 という意味で  

あ る 。鉛 筆 画 や 油 絵 と い っ た 一 般 的 な 描 画 と は 異 な り 、 

台 紙 の 上 に 既 存 の メ デ ィ ア を 貼 り 付 け て 画 面 を 構 成 す  

る 技 法 で あ る 。 つ ま り 、雑 誌 や パ ン フ レ ッ ト な ど か ら  

イ メ ー ジ を 切 り 抜 き 、 台 紙 の 上 で 再 構 成 し 、 定着させ  

る と い う 方 法 で あ る 。[1]自 ら が 素 材 を 生 み 出 さ な く と  

も一つの芸 術 作 品 が 作 れ る 手 軽 さ か ら 、趣味としてコ  

ラ ー ジ ュ 作 品 を つ く る 個 人 は 少 な く な い 。

ま た 、 コ ラ ー ジ ュ は 精 神 療 法 と し て も 活 用 さ れ て い  

る。「コ ラ ー ジ ュ 療 法 」と い う 芸 術 療 法 の ひ と つ で 、コ 

ラ ー ジ ュ 作 品 を つ く る こ と に よ っ て 、 自己理解やスト 

レ ス 発 散 な ど を 目 的 に な さ れ る 療 法 で あ る 。 コラージ 

ュ 療 法 の 研 究 は 主 に 、「作 品 に 使 わ れ て い る 素 材 が ク ラ  

イ エ ン ト （療 法 を 受 け る 側 ）に と っ て ど ん な 心 理 的 意 味  

を 含 ん で い る の か 」「各 症 状 に お け る 特 徴 的 な コ ラ ー ジ  

ュ 表 現 」 な ど が 注 目 さ れ る 。 具 体 例 を 示 す と 、 貼られ 

て い る 素 材 が 制 作 者 と 親 の 関 係 を 暗 示 し て い る [2]と 
い っ た こ と や 、 一 般 的 な 喘 息 の 患 者 が コ ラ ー ジ ュ を し  

た 際 は 、す げ か え 表 現 が 頻 繁 に 使 わ れ て い る [3]という 

こ と が 挙 げ ら れ る 。

コ ラ ー ジ ュ 作 品 に は 必 ず し も 他 人 の 解 釈 を 必 要 と  

す る わ け で は な い 。 しかし、 作 品 を 客 観 視 す る こ と で  

制 作 者 な い し 人 間 の 意 識 •無 意 識 に つ い て 考 察 す る こ  

と は 可 能 で あ る 。 筆 者 は 、 実 際 に コ ラ ー ジ ュ を 作 っ た  

体 験 を 基 に 、 あ る 仮 説 を 導 い た 。 本 研 究 は 、 その仮説  

の 可 否 に つ い て 検 討 す る 。

2 .構想

筆 者 は 、大 学 の 授 業 内 で コ ラ ー ジ ュ 作 品 を 7 0 分間 

か け て 制 作 し た 。 授 業 当 日 の 朝 、体重を測っ た と こ ろ  

l k g ほ ど 増 え て い た の で 、筆 者 は 意 識 し て 昼 食 の 量 を  

減 ら し た 。 そ の こ と に よ り 、作 品 制 作 に 集 中 す る 傍 ら  

終 始 「空 腹 で あ る j と い う こ と に 意 識 が 向 い て い た 。 

し か し 、 作 品 に は 食 品 に 関 す る 素 材 が 一 つ も な い （図 

1)こ と に 後 日 気 が 付 い た 。 素 材 に つ い て は 、雑誌やチ  

ラ シ 、パ ン フ レ ッ ト な ど 複 数 の メ デ ィ ア か ら 採 取 し た  

た め 、食 に 関 す る 写 真 . イ ラ ス ト は 多 数 あ っ た 。

そ れ ら を 素 材 と し て 選 択 し な か っ た 。 無意識に避け  

て い る よ う に も 思 え る 。

そ こ で 、 筆 者 は 「作 品 に 使 用 さ れ な か っ た 素 材 に も  

制 作 者 の 意 識 と 関 係 が あ る 」 と い う 仮 説 を 立 て た 。 本 

研 究 は 、 コ ラ ー ジ ュ 作 品 制 作 に 関 す る 情 報 を デ ー タ べ  

ー ス に 格 納 、各 値 の 相 関 や 合 計 の 算 出 を 行 い 、 人間の 

意 識 • 無 意 識 の 表 面 化 に つ い て 、 新たな知見獲得を目  

指 す 。

1 9 1 筆者のコラージュ作品
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3 . コラージュ■データベース構築の手順

本研究では、素材に対しての評価と作品全体に対し 

ての評価は分けて考える。つまり、個 で あ る 「素材」

と、個の集合である「作品」、集合を作り出す「制作者 j 

の 3 つを実体として捉える。以降は、コラージュ.デ 

一夕ベース構築の手順を示す。

STEP. 1 「素材」の収集

本研究では、コラージュに使用する「素材」をあら 

かじめ用意し、制作者にはその中から切り抜く素材を 

選択する。素材の収集に際しては、 ウェブ上にあるフ 

リー素材[4][5][6][7]の中からジャンルに偏りなく選別 

する。被験者の年齢と性別が多様化した時、この部分 

は特に留意するべき点だ。

STEP.2 「素材J をデータベースへ格納

各素材の要素を判別し、データベースに格納する。 

素材の要素は、①色系統、②ジャンルの2 つに大きく 

分かれる。①は、F eelim a geA n a lyzer[8]にて規定され 

て い る 1 3 の基本色をどのくらい要素として含んでい 

るのか数値化する。②は筆者が指定した1 3のジャンル 

にその素材が当てはまるかどうかを判断し、数値化す 

る。0 であればそのジャンルとは閨係がなく、1 であれ 

ば関係があるとする。以下に例を上げる。

鬮 2 素材A

S I T *

u t m t

m

表1 素材A の色系統解析結果

(Feel imageAnalyzer 使用)

art 0
.:遍 滅 _ _ ! : 1 i

nature 1
unnatural 9.;
landscape 1

letter 0
pattern 0
vehioie 痛.:::::::

accessories 0
human
at 0
fooil
etc 0

表 2 棄材Aが要棄として含んでいるジャンル

作品に使われた素材についてはm_h o l d というテ一 

ブルにデータを格納する。①作品に対してどこに位置 

しているか(x,y 座標）、②どのように切り抜かれたか（四 

角形、三角形、多角形、丸型、物の形、ちぎり、その 

他）、③どのように貼り付けられたか(分裂、逆転)、④ 

作品において位置している層（最前面か否かの判断）、 

⑤拡大率を数値化したものを格納する。

STEP.3 「コラージュ作品J をデータベースに格納

こちらが予め用意した素材の中から、制作者は決め 

られた数だけ素材を自由に選び、コラージュ作品を完 

成させる。作品についてのテーブルは、①使用素材数、 

②素材が張られていない部分（余白）の量、③彩度、 

④明度をそれぞれ数値化したものを格納する。

STEP4 . アンケート内容を「評価値J としてデータ 

ベースに格納

本研究では、制作者に対してアンケートを実施する。 

アンケートでは「制作物に対しての感想」、「それぞれ 

の素材に対しての感想」を記述してもらう。感想は、 

ポジティブな感想を+2、ネガティブな感想を-2 とし、 

数値で段階化する。以下、これらの数値を「評価値 J 

と呼ぶ。 この工程を行うことによって、A という素材 

について、作品には使われていないが評価値は高いと 

いう結果が出た場合、表面化されたものとされなかっ 

た意識について検討が出来る。

4 . コラ一ジユ■デ一タべ一スの構造

本研究のデータベース構造は、「素材」「作品」「制 

作者」の 3 つの実体とそれに関係するテーブルが存在 

する。

以下（表3~6)は、各テーブルの表である。
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属忾 の荒味

a u t h o r  id is
窃J 娜 <8 ル ハ ' ノ' : ■

_|_^^^麵_|_| ，嫌 ’1:
a g e

表 3 制 作 者 テ ー ブ ル author

色 の 属 性 は 、 F e e l im a g e A n a ly z e r規 格 で 色 相 を 6 分割 

し、数 値 化 す る 。

属性名 丨属性の意味丨 ~厂— •タ型

^itcrial i>\ 制 作 者 ！！） INTEGER 1

鐵ateria! v ■/ 爷 材画抻し1••

r*sd 赤 REAL ：

green 緣 \ kr：A. |

blue 黹 REAL J

ye 1i ow m : VIM
purple 紫 REAL

繊 0110 REAL

nrt 絵醒诈 品 INltORK

p hoto ; ¥ 5  ； INTEGER

letter 文字 INTEGER

nat u r e
—

IMIGrR

以 snatural 人工物

landscape 風襞 ：. 抑  ft

letter 文字 INTEGER

pattern i i  ； 兜 R

vehicle u 物 !NTPGE!<
a c c e s s o r i e s 装飾品 沿-

human 人間 m m ?
animal INTEGER
f嘯 ， 食べ访 Ihir-m
etc の他 INTEGER

表 4 棄 材 テーブルmater i a I

w,r- ^ 7 • ^  :

\  nrssl m 4  ID i m i m
■:い:ihm * h ； 制作者m i v \ - r

m j i p ......... 家^!こつU 一 ihvvkH
6 う慰3 か 

P 键 序：
3C 作品内で配置され

4 ™ \ ^ ia\
REAL !

_ _ | 議̂ ^ _
*« ：» * s » a » *

を品内p s e sされ

广な^ 、 笼 _ ’
n^-v.a ， ： ' 、 、■■ i ぐ 'V■ ぐ V
■■ぬ つ け た #パ ■ク 〜 べ パ 、：

zom ；：. A -
; ( 1以下の儘は鑛小）

REAL* |

表 5 作 品 -素 材 于 一 ブ ル m_hoId

座 標 は 、使 用 さ れ た 素 材 の 中 心 点 と す る 。 拡 大 率 は 、 

元 素 材 の 大 き さ か ら ど の く ら い 拡 大 （縮 小 ） したのか 

を 表 す 。 測 定 は PhotoRuler[9]で 行 う 。

作 品 に 使 わ れ な か っ た 素 材 の デ ー タ は 、 x， y, 

c u t t i n g , p a s t e , zoom の 属 性 が  NULL と な り 、 

m a t e r ia l_ i d ， author_ i d , tn_imp の 属 性 に デ ー タ が 格  

納 さ れ る 。

— B iiM B
! iaa^ .  作 品 ！D INTEGER ：

author

»»sge..Ti Je

s
し 部

rotr num 

«argine

し<-i^ h fn ess

saiur.-jt ton

料作-君

作品鍥嫌 URL

命 if
伟 S に対して 

どう思うか

獅 懺 ）

4  $ 尤材数

空白量 

乳 f  

彩度

：

' " 1
INTEGER =

11111______________

REAL..........

. ^ T j y  '■ 
In t e g e r '

表 6 作 品 テーブルcim

5 . 実験

本 稿 で の 実 験 は 、 よ り 多 く の デ ー タ を 効 率 的 に 収 集  

で き 、被 験 者 の 時 間 •体 力 的 負 担 が 少 な い こ と か ら 、 

P C 上 で の コ ラ ー ジ ュ 作 品 制 作 を 主 体 と し た 。筆者はコ 

ラ ー ジ ュ の 素 材 と し て 使 用 で き る 画 像 を 3 0 個収 集 し 、 

最 下 層 に 白 紙 の 台 紙 レ イ ヤ ー 、 そ の 上 に 各 レ イ ヤ ー に  

1 つ ず つ 素 材 が 含 ま れ て い る レ イ ヤ ー 合 計 3 1 枚 の psd 

フ ァ イ ル を 用 意 し 、被 験 者 に 配 布 し た 。 制 作 者 は psd 

フ ァ イ ル 対 応 の 画 像 編 集 ソ フ ト を 使 っ て コ ラ ー ジ ュ 作  

品 を 制 作 す る 。 制 作 す る 上 で の 条 件 と し て 、①素材数  

は 最 少 2 個、最 大 1 0個、② 各 素 材 は 1 回 の み 使 用 、③ 

画 像 の 加 工 は 切 り 抜 き .拡 大 縮 小 •回 転 の み ④ 各 レ イ  

ヤ ー の 順 番 は 自 由 と し た 。 ア ン ケ ー ト は GoogleDrive 

の フ ォ ー ム を 使 用 し て 作 成 し 、① 年 齢 、 ② 性 別 、③作 

品 を 作 っ て ど う 思 っ た か （作 品 全 体 の 評 価 値 ）、④制作 

時 間 、⑤ 各 素 材 に つ い て ど う 思 っ た か （素 材 の 評 価 値 ） 

の 設 問 を 設 け た 。

本 稿 を 執 筆 す る に あ た っ て 、2 0 人（男 性 9 人 、女性 

1 1 人 ）の デ ー タ を 収 集 し た 。
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コラ一ジュ素材^— 覽 1 ~ 5

1の意魴について、あなたはどラ黑.いますか々 ，

々 .狼 .、1 .どちもかとい九ば緣い〇• •搬心ミ•どろらかとい又ば荇ざ•入.好ぎ

游 顯 に つ い て '鱗 たはどう麗いますかい

3の棄猶につi 、て、蒸なたはどう患いますか*

鄉 >泰辆 について、蒸なたはど3 思いますか*
；….V：

鱗)齋猶 i m 、澎なたはどう思いますか*

マ：

囲 4 アンケート画面

6■コラージュ■データベースの活用例

解 析 に は 、 主 に 評 価 値 と 各 要 素 の 値 の 閨 係 が 重 要 に  

なる。 例 え ば 、① 評 価 値 が 高 く 、作 品 に 使 わ れ て い た  

素 材 は 、配 置 •切 り 取 り 方 •貼 り 付 け 方 に ど の よ う な  

傾 向 が あ る の か 、② 評 価 値 は 高 い が 素 材 と し て 選 択 さ  

れ な か っ た も の は ど ん な 要 素 を 持 っ て い る の か 、 のよ 

う に 全 制 作 者 の デ ー タ を 収 集 し 計 算 す る す る こ と が 出  

来 る 。ま た 、制 作 者 個 人 単 位 で 解 析 す る こ と も 可 能 だ 。 

③ 評 価 値 が 高 か っ た に も 関 わ ら ず 素 材 に 選 ば な か っ た  

もの、④ 選 ん だ 素 材 と ほ と ん ど 要 素 は 変 わ ら な い の に  

評 価 値 が 低 く 素 材 と し て 選 ば な か っ た も の 、 などを解  

析 す る こ と に よ っ て そ の 制 作 者 の 特 徴 的 な 表 現 、意思 

決 定 方 法 を 考 察 す る こ と が 出 来 る 。

7.まとめと今後の課題

コ ラ ー ジ ュ と い う 非 言 語 表 現 を 分 類 し 数 値 化 し デ  

一 夕 と し て 格 納 す る 、 そ し て 人 間 の 意 識 •無 意 識 と い  

う 実 体 の な い も の と の 関 係 性 を 見 出 す に は 、何が重要  

な 要 素 と な る か が 分 か ら な い 。 仮 説 の 可 否 が 目 に 見 え  

る 結 果 と し て 表 す に は 、 あ ら ゆ る ケ ー ス を 想 定 し た デ  

ー タ ベ ー ス 設 計 が 求 め ら れ る 。 各 テ ー ブ ル の 属 性 は ま  

だ 基 本 的 な 部 分 し か 取 り 入 れ て い な い た め 、 実験によ 

っ て 重 要 な 要 素 が 発 見 し た 場 合 、属 性 と し て 取 り 入 れ  

る。 本 稿 を 執 筆 し た 時 点 で は 、テ ー ブ ル に デ ー タ を 格  

納 し た だ け で 、デ ー タ ベ ー ス に 問 い 合 わ せ て 出 力 さ れ  

た 解 析 結 果 に っ い て 考 察 す る こ と が 出 来 な か っ た 。 今 

後 は 、ど の よ う に デ ー タ ベ ー ス に 問 い 合 わ せ を す れ ば 、 

望 ん だ 解 析 結 果 が 出 る の か を 研 究 し て い く 。 ま た 、本 

稿 執 筆 時 は 、便 宜 上 p s d フ ァ イ ル を 被 験 者 に 配 布 し 実  

験 と し た が 、画 像 編 集 ソ フ ト に 不 慣 れ な 人 に 対 し て は

こ の 実 験 が 分 か り に く く 時 間 が か か る た め 、 協力して 

も ら う こ と が 出 来 な か っ た 。 本 稿 の 目 的 は 、 コラージ 

ュ 作 品 制 作 を 通 し て 人 間 の 意 思 決 定 の 法 則 に 迫 る こ と  

で あ る た め 、 よ り 多 様 で 大 量 の デ ー タ を 解 析 す る こ と  

が 重 要 で あ る 。 今 後 は 、 実 デ ー タ 収 集 に 関 す る 諸 問 題  

の 発 見 、解 決 も 目 標 と す る 。

ま た 、使 用 素 材 の 拡 大 率 •配 置 •回 転 を 計 測 し 数 値 化  

す る こ と は 、現 在 の 方 式 だ と 膨 大 な 作 業 時 間 を 要 し て  

しまう。 こ の 解 決 策 と し て 、今 後 は 幾 何 関 数 を 利 用 す  

る こ と を 検 討 す る 。各 素 材 の 大 き さ を b o x で 定 義 す る 、 

コ ラ ー ジ ュ 台 紙 上 を b o x で 大 ま か に 区 切 り 、 中心点を 

定 め る （point)、 な ど コ ラ ー ジ ュ 作 品 を 幾 何 学 的 に 解 釈  

し て デ ー タ を 格 納 す る こ と で 、 実 験 結 果 を 更 に 活 用 で  

さる。
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